
※対象となる事業者には
労働者を雇用する農家や農業法人が含まれます

家畜保健衛生所たより 令和７年度 第８号 令和７年５月７日
山梨県東部家畜保健衛生所

令和７年６月１日から、労働者を雇用する事業者に対し
労働者への熱中症対策が義務化されます

近年の猛暑により増加している熱中症の重篤化による死
亡災害を防止するため、熱中症のおそれがある作業者を
早期に見つけ、その状況に応じ、迅速かつ適切に対処す
ることが可能となるよう、労働者を雇用する全ての事業
者に対して、労働者への熱中症対策が義務化されます

適切に行わなかった場合
罰則（６月以下の懲役又は５０万円以下の罰金）の
措置があります

これにともない、事業者は以下の対応が義務づけられます
 早期発見のための体制整備
 重篤化を防止するための措置の実施手順の作成
 労働者等関係者への周知

山梨県東部家畜保健衛生所
電話・・・055-262-3166   ／ FAX・・・055-262-3108
夜間・土日・休日の連絡・・・ ・・090-5535-8005
土日・休日の連絡・・・・・・・・ 090-5544-7868

農場における具体的な対応としては
別添の「熱中症対応」対応フローに必要事項を記載し
事務所等に掲示する方法が有効です

暑さに身体が慣れないこの時期から熱中症対策を心掛けましょう



作成日： 年 月 日

担当者：

TEL：

① 熱中症担当者 ② 救急・近隣病院

近くの病院：

住所：

救急隊要請

「熱中症」対応フロー

TEL：

経過観察

体調が安定したか

症状が改善したか

A

A

A に再連絡

AまたはB

対応終了

はい

いいえ

作成者：

B

B

対応終了

仕事が終わった後でも、体調が悪化したと感じたら、すぐに救急隊を呼んでください！
（熱中症は回復後に症状が悪化するケースがあります！）

・上記連絡先に連絡がつかない時は
応急処置や救急隊要請を優先し、
事後に連絡すること。

１１９番！

熱中症のおそれがある時の連絡体制

救急隊要請 または 近くの病院へ搬送

・熱中症発症または熱中症患者発見
・ に連絡

・作業を中断して応急処置

A：あなた
（発症者・発見者）
B：熱中症担当者

いいえ

はい


